
 
 
 
 

 

 
 子どもたちは、生まれてからたくさんの刺激を受け、心も身体も日々成長しています。 

１～2 歳くらいになると、お友だちの存在に気付いたり、関わりを持つようになっていきます。

時には取り合いをしたりケンカのような状況を目にすることも…そんな時どんな声をかけたら

いいか困ったことはありませんか？今回のぽっかぽかでは「お友だちとの関わり」について考

えてみようと思います。 

 

“自分”→“お友だち（他者）の存在”に気付く 

 0 歳児は、様々な面で成長がたくさん見られます。いつもそばにいてくれる保護者の事を認

識したり、手の存在に気付いたり。運動機能では、首が座る、寝返りをする、おすわりができる

ようになる、ずりばい・ハイハイを始める、つかまり立ち・伝い歩きが出来るようになるなど、

本当にたくさんの成長が見られます。五感を使った遊びや環境を用意することで、脳の発達を

促したり、手先も器用になっていきます。 

 生後間もないころは、スキンシップやアイコンタクト、話しかけることなどで赤ちゃんとの

信頼関係を築いていきます。数カ月たつと、保護者以外の存在にも気付き始めます。つどいの

広場や児童館、保育園などに通うことで、お友だちと関わる機会も増えてくるころでしょう。

赤ちゃんは、色々な人と関わることで、自分と保護者以外の存在に気付き、自分から近づいた

り、手を伸ばしたりします。それは、とても大切なことで、社会性の芽生えに繋がっていきま

す。 

 

お友だちへ興味が増す時期 

 ■１歳半～２歳半ごろ 

 １歳半ごろから、子どもは友だちが何をしているのかが気になるようになります。この時期

の子どもたちにとって、“友だちが何かをしている”ということは、「ここにおもしろいことが

あるよ」というサインになります。また、同じものを使っていても相手の玩具がキラキラして

見えて取りに行く…なんて場面を見たことがある方も多いのではないでしょうか(^^)子どもた

ちは、「相手の物を取ってやろう」と思っているわけではありません。まだ、“同じ”という事が
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しっかりと分かっておらず、おもしろそうな事や物に興味があり近づいていきます。そんな時

は、まず気持ちに共感してあげることが大切です。相手の物を取ってしまったら、「使いたかっ

たね！でも、お友達が使っていたから終わったら貸してもらおうね！」と、使いたい気持ちを

受け止めながら、双方の思いを代弁することで“受け入れてもらえた”“相手のお友達も取られ

たらイヤなんだ”という気持ちが少しずつ分かっていきます。このような繰り返しの経験が心

を豊かにしていきます。それでも、まだ使いたい気持ちは全て満たされたわけではありません。

そんな時は、違う遊びに誘ってみたり、他の玩具を一緒に探しに行きながら、楽しい気持ちに

なれるよう過ごしてみてください。また、間に入ってお互いの遊びを橋渡ししながら、そばで

見守っていくのもいいでしょう(^^) 

この時期は、共感してもらえるという経験を通して、お友だちとのつながりも少しずつ広が

っていく大切な時期となります。 

 

 

■２歳半～３歳半ごろ 

２歳半ごろになると、少しずつ相手にも気持ちがあることに気付き始めます。しかし、一方

で「自分はこれがやりたい」という自我も強くなってきます。同じ空間で、同じ遊びを楽しむ事

ができる日もあれば、自分の使いたいものが使えず怒ってケンカになる事も。この時期は、自

分のやりたい事や思いを言葉で伝える事ができずにトラブルが起きることも多く見られます。

このやりとりはとても大切で、繰り返し経験することで、自分の思いを言葉で伝える事ができ

るようになったり、相手の気持ちに気付けるようになってきます。 

また、簡単なルールのある遊びをお友だちと楽しむ事も少しずつ出来るようになっていきます。

“遊べているから大丈夫だろう”と遠くから見守ることもあると思いますが、長い時間仲良く

遊べるわけではありません。側で見守りながら、困っていたらお互いの気持ちを聞いたり代弁

してあげるなど、仲立ちをすることも大切です。そういった経験を何度も何度も繰り返し、子

どもたちはお友だちとの関わり方を学んでいくのです。 

 

 
 

 日々たくさんの成長をしている子どもたちの側で、保護者の方も一緒に喜び、時には

悩みながら見守っている事と思います。また、発達や時期によって出てくる悩みは様々

ですよね。“ちょっと困ったな、誰かに相談したいな、みんなはどうしているのだろう”

と感じた時は、是非つどいの広場や児童館に遊びに行ってみてください！同じ年齢や

月齢のお友だち、先輩ママパパ、初めての育児で頑張っている方など、様々な方と触れ

合うことで、大人も子どもも良い刺激がもらえると思いますよ(^^) 

 大変な日々の中で、みなさんの笑顔とお子さんの笑顔がたくさん見られるように、私

たちもつどいでお待ちしています！ 


